






















昭和 45 年 4 月 1 日




















b) 臆間欠損部への移植実験:前肢の梼側手根伸筋臆に臆欠損部を作り、次の 3 群について移植をお
こなった。すなわち、 Cialit 保存同種臆群、新鮮同種臆群、新鮮自家臆群についてである。隔週に屠殺















中における臆の変化を調べた。いずれも保存ののち 1 ， 3 , 6 , 12, 24カ月たった健材料について検
査した。
細菌学的には、塗抹検査、培養検査とも細菌の発育を認めなかった。また、臆は保存 3 カ月までは





2. 入院加療した17例について、発熱の状態、 C. R. P. 反応、赤血球沈降速度を調べたが、再
発熱例が2 例、 C. R. P. 反応陽性値は 5例に認めた。赤血球沈降速度には異常はなかった。
3. 術後の機能的成績では、優 6 例、良12例、可 7 例、不可 2 例である。
4. 臆は保存ののち、 6 カ月以内の使用が望ましい o












は、昭和39年 3 月から昭和44年 3 月までに経験した移植例27例について検討したが、排除された例も
なく、全身および局所所見とも異常を認めなかった。機能的成績では、優 6 例、良12例、可 7 例、不
可 2 例で自家臆と比べ遜色ないことが知られた。
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